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本
学
の
新
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
向
け
、現
在
県
と
共
同

で
、教
育
、研
究
、診
療
の
分
野
ご
と
に
本
学
が
目
指
す
べ

き
将
来
像
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、そ
の
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
の
で
、今
号

で
は
地
域
住
民
の
皆
様
に
も
関
係
の
深
い
診
療
の
将
来
像

に
つ
い
て
、
古
家
附
属
病
院
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、

紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

診
療
の
理
念
と
し
て
「
患
者

と
心
が
通
い
合
う
人
間
味

あ
ふ
れ
る
医
療
人
を
育
成

し
、
地
域
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
で
奈
良
県
民
を
守

る
最
終
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
と
な
り
、
安
全
で
安
心
で
き

る
最
善
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
」
と
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
『
奈
良
県
民
を
守
る
最
終
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
』
と

は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

古
家
病
院
長 

昭
和
20
年
の
本
学
創
立
以
来
、
大
学
附
属
病

院
と
し
て
県
民
の
健
康
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
救

急
医
療
の
受
け
入
れ
体
制
な
ど
万
全
と
は
言
え
な
い
面
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
般
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
診
療

部
門
全
体
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
し
て
、
県
民
の
皆
様

や
県
内
医
療
機
関
に
真
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
『
最

終
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
』
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
宣
言

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

古
家
病
院
長 

あ
ら
ゆ
る
疾
患
へ
の
対
応
や
先
端
医
療
の
提

供
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｒ
救
急
の
整
備
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活

用
と
い
っ
た
救
急
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

地
域
の
皆
様
に
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｅ
Ｒ
救
急
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
で

し
ょ
う
か
。

古
家
病
院
長 

特
徴
は
、
全
て
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
、

Ｅ
Ｒ
ド
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
診
断
と
初
期
治
療
を
行
い
、
必

要
が
あ
れ
ば
各
専
門
科
に
紹
介
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。
奈
良
医
大
で
は
、
現
在
試
行
的
に
Ｅ
Ｒ
救
急
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
３
６
５
日
24
時
間
稼
働
の

Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

そ
の
他
に
重
視
す
る
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

古
家
病
院
長 

5
疾
病
（
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗

塞
・
糖
尿
病
・
精
神
疾
患
）
に
着
実
に
対
応
し
て
い
く
ほ

か
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

な
ど
各
領
域
の
担
い
手
と
な
る
医
療
人
を
育
成
し
、
地
域

医
療
の
向
上
に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
地
域
住
民

の
皆
様
も
安
心
し

て
生
活
で
き
ま
す

ね
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
将
来
像
」の
策
定
に
つ
い
て
、古
家
附
属
病
院
長
に
聞
き
ま
し
た

BACKGROUND

大
学
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
と

課
題
の
顕
在
化

教  育

まちづくり 法人運営

診  療

OUTCOME

地
域
の
安
心
と

社
会
の
発
展
に
貢
献

研  究

建学の精神

「奈良県立医科大学の将来像」策定の考え方と構成イメージ

古家附属病院長
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Topics

Topics
本
学
の
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
本
学
の
教

員
が
、医
学
、看
護
学
等
、

専
門
領
域
で
の
研
究
成

果
や
病
気
に
ま
つ
わ
る

話
題
等
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
、
県
民
の
皆
様

の
健
康
の
維
持
・
増
進

や
日
々
の
生
活
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
年
２
回（
概
ね
９

月
と
２
月
）開
催
し
て
い
ま
す
。 

前
回
は
、
平
成
28
年
2

月
20
日（
土
）奈
良
県
文
化
会
館 

国
際
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
後
期
公
開
講
座
を
開
催
し
、
以
下
三
題
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
日
々
の
く
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
内
容
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

「
目
は
ど
う
し
て
動
く
の
か
」「
目
を
動
か
す
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」生

理
学
第
一
講
座 

教
授 

齋
藤 

康
彦

わ
た
し
た
ち
は
、
五
感
の
う
ち
8
割
以
上
は
視
覚
を

使
っ
て
知
覚
し
て
い
ま
す
。
眼
球
運
動
は
筋
肉
を
使
っ
た

運
動
で
す
の
で
、
鍛
え
れ
ば
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
目
を
動
か
す
こ
と
は
集
中
力
や
理
解
力
、
さ

ら
に
は
記
憶
力
を
鍛
え
る
の
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
目
を
ど
ん
ど
ん
動
か
し
て
脳
を
健

康
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
大
腸
が
ん
検
診
を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
」

消
化
器
・
総
合
外
科
学 

教
授 

中
島
祥
介

大
腸
が
ん
は
、
以
下

の
２
点
を
心
掛
け
る

こ
と
が
非
常
に
重
要

で
す
。

①�

大
腸
が
ん
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す

る
、予
防
す
る
。

②�

大
腸
が
ん
に

な
っ
て
も
、
早
期

に
見
つ
け
て
、
楽

な
方
法
で
完
全

に
治
す
。

大
腸
が
ん
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
早
く
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
本
学
で
は
死
因
の
多
く
を
占
め
る
肝
転
移
に
対
し
ま

し
て
も
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
外
科
的
切
除
を
中

心
と
し
た
集
学
的
治
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

何
な
り
と
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

奈
良
県
立
医
科
大
学
の“
新
生
児
医
療
の
あ
ゆ
み
”

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー 
教
授 

高
橋
幸
博

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
は
平
成
28
年
秋
に
は

新
し
い
Ｅ
病
棟
4
階
へ
移
転
し
、
よ
り
充
実
し
た
環
境
に

整
備
さ
れ
ま
す
。
今
後
に
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

将
来
像
の
策
定
と
並
行
し
て
、教
育
・

研
究
部
門
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
、

現
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
病
院
施
設
整
備
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
28
年
度
の
取
り
組
み
】

新
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

・�

埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査

　

�

キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
と
し
て
利
用
す
る

た
め
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

・
用
地
取
得

　

�

不
整
形
な
敷
地
を
拡
張
し
て
有
効
活
用

す
る
た
め
、隣
接
地
を
取
得
し
ま
す
。

現
キ
ャ
ン
パ
ス

・
附
属
病
院
Ｅ
棟
整
備

　

�

病
院
施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、
周
産

期
医
療
、
が
ん
治
療
、
手
術
等
の
充
実

の
た
め
現
在
整
備
中
の
Ｅ
棟
の
竣
工

と
今
秋
全
面
オ
ー
プ
ン
を
行
い
ま
す
。

・
附
属
病
院
Ａ
棟
改
修
設
計

　

�

本
格
整
備
ま
で
の
間
、
老
朽
化
し
た

臨
床
医
学
研
究
棟
の
機
能
を
Ａ
棟
に

仮
移
転
す
る
た
め
の
改
修
設
計
を
行

い
ま
す
。

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
施
設
整
備

　

�

附
属
病
院
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る

た
め
の
設
計
・
工
事
を
行
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み

公
開
講
座「
く
ら
し
と
医
学
」を
開
催
し
て
い
ま
す

旧センター
施設等解体

埋蔵文化財
発掘（本掘）
調査等

新キャンパス
造成工事

新キャンパス
施設工事

H28
農業研究開発
センター

桜井市へ移転

H33
新キャンパス
オープン

（参考）新キャンパス整備の流れ

2



イベントなどのお知らせ

公立大学法人奈良県立医科大学　総合企画局 総合企画室
〒 634-8521　奈良県橿原市四条町 840
TE L 	 0744-22-3051（内線 2802, 2803）
Mail	 kihonkoso@naramed-u.ac.jp

「奈良医大キャンパスだより」の内容に
関する問い合わせやご意見等ございまし
たら、右記までご連絡ください。

公開講座

〈公開講座等紹介ホームページ〉
http://www.naramed-u.ac.jp/university/gaiyo/kokaikoza/index.html

上記以外にも、ご参加いただける公開講座等の情報を随時掲載していますので、ぜひご覧ください。

玉井進記念四肢外傷センターが設立されました
本学名誉教授である玉井進が世界で初めて完全切断指の再接着を成功させてから、昨
年で50年を迎えました。それにあわせ、平成28年1月1日に玉井教授の名を冠した「玉井
進記念四肢外傷センター」を設立しました。
本センターは多くの患者さんのQOLの改善に寄与すると共に、外科学の基礎をなす外
傷についての充実した研修の場をより多くの研修医に提供し、将来の外科技術の習得に
資することを目的としています。

【外来受付】午前8時～午前11時
	 ※救急搬送は随時対応しております。
	 　詳しくは玉井進記念四肢外傷センター外来まで。

7月28日の世界肝炎デーに因んで一般の方々に肝臓病についての最新情報を伝
え、病気の予防等についてわかりやすく説明いたします。
　【講演者】竹田 幸祐 氏（奈良医大内科学第三講座）
	 上嶋 昌和 氏（奈良医大内科学第三講座）
	 北出 光輝 氏（奈良医大内科学第三講座）
　　　　事前申し込み不要（当日受付）
　　　　奈良医大内科学第三講座医局　TEL：0744-22-3051（内線：3415）

2016 年度 奈良県肝癌撲滅市民公開講座
平成28年７月２日（土）15:00 ～ 17:00
橿原文化会館 小ホール

申込

本学では、広く県民の皆様を対象に、健康の維持･増進や日々のくらしに役立てて
いただくことを目的として、「くらしと医学」をテーマにした公開講座を年２回開催
しています。本学教員が、日頃の研究成果や病気にまつわる話題等をわかりやすく
解説します。
※講演内容等詳細が決まり次第、下記HPにてお知らせいたします。
　　　　事前申し込み不要（当日受付）
　　　　奈良医大総務課 公開講座担当　TEL：0744-22-3051（内線：2206・2297）

奈良県立医科大学公開講座「くらしと医学」
平成28年9月10日（土）13:00 ～ 15:30
橿原文化会館 大ホール

申込

2016.2／20（土）13:00～15:30 奈良県文化会館 国際ホール

13：00～15：30

平
成
27
年
度
後
期

奈
良
県
立
医
科
大
学
公
開
講
座

く
ら
し
と

医
学

く
ら
し
と

医
学

く
ら
し
と

医
学

▶13:05「目はどうして動くのか－目を動かすメカニズムについて－」
 第一生理学 教授 齋藤 康彦
われわれは日頃、ものをみるときその方向へ目を動かします。では、なぜものをみるとき目を動かす必要があるのでしょうか。ま
た、目の動きにはどのような種類があるのでしょうか。本講演では、これらの問いにお答えするとともに、目を動かすメカニズム
や目を動かすことにより脳を鍛える方法についてお話したいと思います。

▶14:45「奈良県立医科大学の“ 新生児医療のあゆみ ”」
 総合周産期母子医療センター 教授 高橋 幸博
私は、平成元年に奈良県立医科大学の新生児室に就任し、今日まで新生児医療を続けてきました。平成28年度には奈良県のご協
力を得て、本学に本格的な新生児集中治療室（NICU）が完成いたします。この機会に本学での新生児医療のあゆみと今後の課題に
ついてお話しします。

▶13:50「大腸がん検診を毎年受けましょう」 消化器・総合外科学 教授 中島 祥介
良性のポリープが悪性化し大腸がんになる前に見つけて、がんにならないようにしましょう。完全に治る早期のうちに大腸がん
を見つけて、体にやさしい方法で治しましょう。そのためには、大腸がん検診を受ける、しかも毎年受けることが、とても大切で
あることについて、お話したいと思います。

▶13:00 理事長・学長挨拶   理事長・学長 細井 裕司

369
近鉄奈良

奈良県文化会館

奈良県庁
奈良商工
会議所

奈良県立
美術館

東
向
商
店
街

や
す
ら
ぎ
の
道

近鉄奈良線

プログラム

主催：奈良県立医科大学　後援：奈良県大学連合（奈良教育大学・奈良女子大学・奈良先端科学技術大学院大学・奈良県立大学・畿央大学・帝塚山大学・天理大学・
 奈良大学・奈良学園大学・近畿大学農学部・天理医療大学）、奈良市

お問い合わせ 奈良県立医科大学総務課 公開講座担当
〒634-8521 橿原市四条町840番地　TEL：0744-22-3051 （内線：2206）　http://www.naramed-u.ac.jp/　

※先着順に受け付けをいたしますので、聴
講を希望される方は、当日、直接会場へ
お越し下さい。（受付開始：１２：１５～）

入場無料
定員

1,000名
申込不要

本
学
の
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
日
頃
の
研
究
成

果
等
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
維
持
・
増
進
や
日
々

の
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

県
内
唯
一
の
医
科
大
学
で
あ
る
本
学
の
教
員
が
、
医

学
、
看
護
学
等
、
専
門
領
域
で
の
研
究
成
果
や
病
気

に
ま
つ
わ
る
話
題
等
を
解
り
や
す
く
解
説
。
日
々
の

く
ら
し
に
役
立
ち
ま
す
！

（前回チラシ）

（前回チラシ）

四肢外傷センター外来
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